◆07　クァクジョンナン「韓国の人口内耳をめぐる制度と実態」
■報告要旨（2,000字以内）［註、文献、図表等も含む］

韓国の人口内耳の歴史(年表)、ろう児童に対する手術の問題点、ろうのコミュニティとの対立、 人口内耳からろう教育への影響、現状などを紹介。
人工内耳医療保険適用
人工内耳手術費用はおよそ2千 5百万ウォン～3千万ウォン。 手術希望者らには手術費に対する経済的負担が加重され、医者たちを中心に人工内耳医療保険適用に対する要求が提起されました(ホ・ミョン ジン、イ・ドボラ[2009]). 
2005年1月15日から人工内耳手術に対して医療保険が適用(保健福祉部告示第2004 93号)。手術費の20%を負担すれば人工内耳手術が可能
早期診断
月分娩件数20件以上の産婦人科病院755個所を対象に聴覚選別検査施行の有無を確認した結果、273個所の病院(37.5%)で新生児聴覚選別検査が実施されている。257個所耳鼻咽喉科修練病院および総合病院の中52個所(応答病院の72.2%)が聴覚選別検査を実施(オ・スンハ　外[2007])。 
聴覚障害で確診を受けた期間は平均5.2ヶ月であり、88%の子供たちは医師の勧誘によって聴覚選別検査を受ける(チェ・ユンヒ、ユン・ミション[2007])。
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